
ナスにおけるミナミキイロアザミウマの

耕種的防除対策にっいて

1．試験のねらい

　　ミナミキイロアザミウマは東南アジア産の難防除害虫で、本県では3年前からナスに発生し

幼果を食害して大きな間題となっている。そこで、ナスのミナミキイロアザミウマに対する耕

種的な防除対策について検討した。

2．試験方法

　処理区の構成は下表に示した全面白マルチ・反射テープ、寒冷紗遮蔽、石灰窒素施用の3要

因の有無を組合せたが、全面白マルチには石灰窒素施用の有無は設けなかった。晶種は千両2

号を供試し、播種3月28日、定植は6月工1日に畝幅140㎝、株間60㎝に行った。施肥量は

　3要素ともa当たり成分量で3．5㎏施用し、仕立て法は慣行3本仕立てとした。なお、栽培

期間中の殺虫剤散布は第1表のとおり、計10回散布した。

要　　　因 処　　　理　　　内　　　容

全面白マルチ・反射テープ　　全面白マルチ十反射テープ（ベット当たり6本）無処理区は黒マルチ

　　　　　　　　　　　栽培。

寒冷紗遮蔽　　　　　　試験圃周囲を高さ2mのシルバー寒冷紗（タフベル6，000N）で遮蔽。

石灰窒素施用　　　　　　7月10日から15日間隔に計5回（毎回窒素成分0．5㎏／a）畝間施用。

3．試験結果およぴ概要

11）栽培期間中のミナミキイロアザミウマの成幼虫数は第1図に示したが、初発は6月23日

　で8月に入って密度が増え、9月上旬にピークに達し、9月下旬には薬剤散布を終了したた

　　め再び多発した。初発生は寒冷紗遮蔽無で早く、寒冷紗遮蔽では約20日遅れて発生したが、

　成幼虫数は8月中旬以降全面自マルチ・反射テープで低密度に推移した。

（2）’収量は前面白マルチ・反射テープが黒マルチに比べ多く、黒マルチでは石灰窒素施用で多

　収を示したが、寒冷紗遮蔽の有無が収量に及ぼす影響は少なかった。

（3）被書果の発生は8月以降多発し、特に無処理（黒マルチ・寒冷紗遮蔽無・石灰窒素無）で

　多く、全面白マルチ・反射テーブは寒冷紗遮蔽の有無に関わらず少なかった。一方、石灰窒

　素施用の有無間では、ミナミキイロアザミウマが激増した9月の被害果が石灰窒素施用区で

　少なかった。

（4）要因別収量と被害果の発生状況は第4表に示したが、ミナミキイロアザミウマの被書果は

　　発生果率及び発生度とも全面自マルチ・反射テープで少なく、全面白マルチによる密度抑制

　　と反射テープの飛来防止効果が顕著に認められた。一方、石灰窒素施用によって被害果は減

　　少し、石灰窒素施用によるミナミキイロアザミウマの抑止効果が確認された。寒冷紗遮蔽は

　　発生の遅延効果はあったが、果実被害の防止効果はなかった。

4．成果の要約

　　ナスミナミキイロアザミウマの耕種的な防除対策にっいて検討した。その結果、全面白マル

　チと反射テープの併用で被害果の発生が最も抑制され、次いで石灰窒素施用による防止効果が

確認された。しかし、寒冷紗遮蔽は発生の遅延効果のみで、発生後の抑制効果は認められなかっ

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者野菜部室井栄一）
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桑＝二1 栽培期間中の殺虫剤散布
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表一2　生育及び収量
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表一3　蒔期別被害果の発生状況
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表一4　要因別収量及び被害果の発生状況
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